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動物 :犬,シベリアンハスキー種,避妊雌,6歳 ,体
重曇30.5 kg。

臨床事項 :1997年 8月 18日 に血様,お よび粘液様
の排尿を主訴で,本学家畜病院に来院した。超音波 ,
X線検査で膀洸壁の限局性肥厚を認めた。BUN値 ,

creatinine値 の軽度の上昇を認めた他は血液学検査 ,

血液生化学検査で著変を認めなかった。尿沈査では

軽度の異型を伴った上皮細胞を認めた。尿の細菌検

査,犬糸状虫検査は陰性であった。試験的開腹手術
が行われ,膀洸の肥厚部は摘出された。
肉眼所見 :膀洸粘膜は,表面は雛壁状で発赤 と一部
には出血斑 も認めた。粘膜および壁は顕著に肥厚し

ていた。割面では,膀洸の全層にわたって,浮腫を

認めた。

組織所見 :粘膜固有層から漿膜に至る全層に渡って

高度の水腫を認めた (写真 1,HE)。 粘膜上皮は過

形成性,乳頭状に増生していた。また上皮の変性 ,
ならびに上皮内への好酸球の浸潤を認め,一部では

好酸球性の微小膿瘍の散在を認めた。一部には靡爛

を認めた。粘膜固有層ならびに粘膜下組織には,び
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まん性に,多数の形質細胞と好酸球の浸潤が認めら

れた (写真 2,HE)。 漿膜下の結合組織には,多数
の好酸球 と好中球の浸潤が認められた。粘膜固有層

から漿膜に至る結合組織では水腫 と共に膠原線維の

増加を認めた。好酸球の浸潤は平滑筋内にも認めら

れ,そ の部分の筋線維東は分断されその間隔は広が

っており,一部の筋線維は変性していた。また漿膜
下の血管周囲では膠原線維の増加が顕著であったが,

フィブリンの析出は僅かに認められる程度であった。

PAS,グ ラム,グルコット染色で細菌は検出されな
かった。

診断および考察 :本例の病変は,膀洸壁全層の高度
の水腫 と好酸球浸潤を伴 う慢性炎症として特徴づけ

られる。 ヒトではこの様な特徴を示す膀洸炎を特殊

な型 と分類し,間質性膀洸炎 と命名していることか

ら,本例を「間質性膀洸炎を疑 う高度な水腫を伴 う

好酸球性慢性膀眺炎」 と診断した。獣医学領域では

間質性膀洸炎 と言 う診断名は用いられておらず,今
後症例を重ねその原因を含めての検討が必要である

と考えられる。


